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ダニエル・オコンネル、カトリック教徒解放運動、合同撤廃運動

大飢饉

移民

フィーニアン運動

カトリック協会が導入した少額会費制度「カトリック・
レント」はカトリック解放運動の裾野を民衆にまで広
めるのに貢献した。ラウス州でカトリック・レントが
急速に広まっていることを伝える（左／ September 
21, 1824, The Patriot）。カトリック解放運動の指
導者ダニエル・オコンネルは 1828 年の下院選挙で
クレア州から選出されたが、カトリック教徒であった
ため議席を拒否された。ウィリアム・コベットがオコ
ンネルへの支持を表明する（中／ July 9, 1828, The 
Patriot）。カトリック教徒解放が実現するとオコンネ
ルは合同撤廃（リピール）運動に邁進した。オコンネ
ルが 1843 年初頭に発表したアイルランド人への呼び
かけで、「今年は合同撤廃の年になる」と宣言している

（右／ January 13, 1843, The Galway Standard）。

1840 年代のアイルランドを襲ったジャガイモの凶作
による大飢饉。じゃがいもの収穫高に関する記事（左
／ October 24, 1845, Old Ireland）。凶作の原因と
なったジャガイモ病の調査委員会がダブリンの市営
集会所で開かれたことを報じる記事（中／ October 
31, 1845, Old Ireland）。飢饉のさなかにアイルラン
ドのジャガイモがオランダのアントワープに輸出され
たことを報じる記事（右／ November 8, 1845, Old 
Ireland）。

大飢饉の時代、多くのアイルランド人が移民によって
苦境を脱しようとした。しかし、移民船は不衛生で伝
染病による死者も多かったため棺桶船（Coffin Ship）
と呼ばれた。移民船が難破し多数の犠牲者を出したこ
とを報じる記事（左／ May 7, 1849, The Press）。
米国やオーストラリアに移民した人々が家族を呼び寄
せるためにアイルランドに送金していることを報じる
記事（中／ July 9, 1853, The Galway Packet, and 
Connaught Advocate）。米国への移民を考えてい
る人向けに悪徳不動産業者への注意を喚起する（右／
December 8, 1849, The Irishman）

合同撤廃運動が挫折すると、イギリスからの独立を
目指すフィーニアン運動が発生した。フィーニアン
運動はオコンネルが最初に使ったとされる「イング
ランドの危機はアイルランドの好機」をモットーと
した（左／ October 19, 1867, The Irish Catholic 
Chronicle, and People's News of the Week）。逮
捕されたフィーニアン運動の指導者を奪還しようと護
送馬車の襲撃事件がマンチェスターで発生、警官が殺
害された。3 名の事件容疑者は絞首刑に処せられたが、

「マンチェスターの殉教者」として偶像化された。3 人
の追悼ミサの開催を告知する広告（中／ December 
14, 1867, The Connaught Patriot）。フィーニア
ン運動は米国に渡った移民からの支援も受けていた。
フィーニアン運動の指導者ジェイムズ・スティーヴン
スのニューヨークでの演説を報じる（右／ June 22, 
1866, The Weekly Press）。
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土地戦争

チャールズ・パーネル

イースター蜂起

独立宣言・独立戦争・アイルランド自由国

19 世紀後半、土地問題がアイルランド民族主義
の争点の一つとなる中で、1879 年にアイルラン
ド土地同盟が創設された。土地同盟創設の目的が
地代の減額と土地保有権の獲得であることを伝
える記事（左／ October 25, 1879, The Irish 
Patriot）。「アイルランドの土地はアイルランド
の人民に属する」が土地同盟のスローガン。土地
同盟の指導者トマス・ブレナンの演説の一節（中
／ December 13, 1879, The Irish Patriot）。
ジャーナリストのウィリアム・オブライエンが収
監中に起草した「地代不払いマニフェスト」は
土地戦争をさらに激化させることになった（右／
April 8, 1882, The Belfast Weekly Post）。

土地戦争で頭角を現した自治運動の指導者チャー
ルズ・パーネルは 19 世紀後半のアイルランド
最大の政治家。同僚議員の妻と不義密通をはた
らいたためにアイルランド人の信頼を失ったとし
て、国民党党首辞任を求める声が高まる中、失意
のうちに亡くなる（左／ December 19, 1890, 
Suppressed United Ireland）。しかしその死
後、命日に集会が開かれ、記念碑が建てられる
など、パーネルは復権する。4 年後の集会では作
家のイエーツがパーネルを讃える演説をする（中
／ October 11, 1895, The Belfast & Newry 
Standard）。パーネルの死の 16 年後の 1907 年
にはシンフェイン党が創立されるが、「パーネル
はシンフェインだった」との言説も現れた（右／
December 9, 1907, The Peasant and Irish 
Ireland）。

第一次大戦中の 1916 年 4 月 24 日、「イングラ
ンドの危機はアイルランドの好機」と見た急進
派ナショナリストによる武装蜂起がダブリンで
発生（左／ April 29, 1916, Dublin Saturday 
Post）。同日、指導者の一人パトリック・ピアー
スが『アイルランド共和国宣言』を読み上げた

（中／ May 6, 1916, Derry People & Donegal 
News）。しかし蜂起は鎮圧され、ピアースらの
指導者は処刑された（右／ May 6, 1916, Derry 
People & Donegal News）。

1919 年 1月 21日、シンフェイン党議員はダブ
リン市長公邸で国民議会を創設し、独立宣言を採
択した（ 左 ／ January 25, 1919, Derry People 
& Donegal News）。イギリスとの独立戦争の
中、1920 年 11月 21日、イギリスの特殊部隊が
ダブリンのクローク・パークで発砲し、民間の多
数の死傷者を出す事件が発生した「血の日曜日事
件」（中／ November 27, 1920, Derry People & 
Donegal News）。英愛条約賛成派と反対派の間で
内戦が始まるが、1922 年12 月6 日、イギリスの
自治領としてアイルランド自由国が成立した（右／
December 9, 1922, The Irish Catholic Herald）。
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アイルランド文化復興－言語・演劇・出版・音楽・スポーツ

日本に対する眼差し

ゲール語の復活を目的として 1893 年にゲール同盟が創設された（上段左／ November 17, 1893, The Tuam News & Western Advertiser）。ゲール同盟
の会長ダグラス・ハイドはアイルランドの脱イングランド化を説いた講演を行なったが、その後「脱イングランド化」の言葉は様々な場面で使われた（上段中／
December 6, 1894, Evening Echo）。ゲール語復活の動きに対してトリニティ・カレッジの教授陣が中等教育からこれを排除しようと試みた際にはゲール同盟は
反対の論陣を張った（上段右／ May 20, 1899, An Claideam Soluis）。アイルランド演劇の名を世界に鳴り響かせた1904 年設立のアビー劇場ではイエーツの『バー
リャの浜辺で』やグレゴリー夫人の『噂の広まり』等が上演された（中段左／ December 24, 1904, Irish Life）。イエーツの妹のエリザベスが設立したプレイベー
ト・プレス、クアラ・プレスはアイルランド文芸復興を書物芸術から支えた（中段中／ March 12, 1910, The Peasant and Irish Ireland）。ゲール同盟のアイル
ランド文芸復興は音楽の分野にも及び、フェイス・キュールという音楽祭が開催された（中段右／ June 12, 1909, An Claideam Soluis: The Gaelic Language 
Weekly）。アイルランドの伝統的なスポーツ「ゲーリック・ゲームズ」もアイルランド文化復興の一翼を担った。ゲーリック・ゲームズに対してはイギリス政府に
よる禁止令も発せられた（下段左／ July 20, 1918, Dublin Saturday Post）。古代ケルトに由来するテールティアン・ゲームはイエーツらの尽力により復興され、
1924 年に各国の選手を招き、血の日曜日事件が発生したクローク・パークで開催され、新生アイルランド自由国を記念する一大スポーツ・文化イベントとなった（下
段中／ August 9, 1924, The Irish Catholic Herald）。ゲール語はアイルランド文芸復興のシンボルだったが、ゲール語を日常的に使う貧しい漁村クラダッハ（ク
ラダ）では貧困や悲惨のシンボルに過ぎなかった。ゲール同盟に対してこの落差への注意を促した記事（下段右／ March 9, 1907, The Connaught Champion）

日本による朝鮮の植民地化は西洋、特にイギリスの植民地統治を
反復するものとして批判された（上段左／ September 3, 1910, 
Dublin Saturday Post）。アイルランド出身の商人が朝鮮で日本
の統治機関により収監される事件が発生した時の記事（上段右／
January 1, 1921, The Irish Catholic Herald）。ダブリンのイ
ギリス総督府に因み、朝鮮総督府が「朝鮮城」と呼ばれている。
日本に対するネガティブな視線は韓国併合によって始まったわけ
ではない。既に 19 世紀末にダグラス・ハイドがアイルランド文
化の復興を訴えた講演の中で、西洋化を進める日本を念頭に置き、
聴衆に向かって「西洋の日本人になってはいけない」と呼びかけ
ていた。（下段／ March 2, 1901, An Claideam Soluis）。



アイルランドで発行された新聞約 90 紙を収録
British Library Newspapers はこれまで 1730 年代から1950 年までの 220 年間にイギリスとアイルランドの 93 都市で発行された新聞
を 5 パートに分けて刊行してきました。イングランド、スコットランド、ウェールズ、アイルランドの都市で発行された新聞を収録する本デー
タベースは、近現代イギリス地方都市研究の格好の歴史資料として好評を博してきました。しかし、アイルランドの新聞は 4 紙に止まり、
更なるアイルランドの新聞を収録するパートの刊行が待たれていましたが、待望のアイルランドの新聞に限定したパートが第 6 パートとし
てリリースされました。収録紙はアイルランド史の専門家とアイルランド新聞・定期刊行物史フォーラムの学術的知見による諮問に基づき、
選定を行いました。ダブリンで発行された新聞の他、ベルファスト、ゴールウェー、チュアム、デリー、ブレー、ウォーターフォード、バー
で発行された新聞約 90 紙を収録します。
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